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　櫻山さくらやまに夏鶯なつうぐひす音ねを入いれつゝ、岩殿寺いはとのでらの青葉あをばに目白めじろ鳴なく。なつかしや御堂みだうの松翠しようすゐ愈々いよ〳〵深ふかく、鳴鶴なきつるヶ崎さきの浪なみ蒼あをくして、新宿しんじゆくの濱はま、羅うすものの雪ゆきを敷しく。そよ〳〵と風かぜの渡わたる處ところ、日盛ひざかりも蛙かはづの聲こゑ高たからかなり。夕涼ゆふすゞみには脚あしの赤あかき蟹かにも出いで、目めの光ひかる鮹たこも顯あらはる。撫子なでしこはまだ早はやし。山百合やまゆりは香かを留とめつ。月見草つきみさうは露つゆながら多おほくは別莊べつさうに圍かこはれたり。野のの花はなは少すくなけれど、よし蘆垣あしがきの垣間見かいまみを咎とがむるもののなきが嬉うれし。

　田越たごえの蘆間あしまの星ほしの空そら、池田いけだの里さとの小雨こさめの螢ほたる、いづれも名所めいしよに數かぞへなん。魚さかなは小鰺こあぢ最もつとも佳よし、野郎やらうの口くちよりをかしいが、南瓜かぼちやの味あぢ拔群ばつぐん也なり。近頃ちかごろ土地とちの名物めいぶつに浪子饅頭なみこまんぢうと云いふものあり。此處こゝの中學ちうがくあたりの若殿輩わかとのばらに、をかしき其そのわけ知しらせぬが可よかるべし、と思おもふこそ尚なほをかしけれ。
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